




チ
ャ
レ
ン
ジ
！  

家
庭
菜
園 

リ
ー
キ

ト
ロ
リ
と
し
た
食
感
を
楽
し
む

　

西
洋
ネ
ギ
と
も
い
わ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
で
は
ポ
ア
ロ
ー

と
の
呼
び
名
で
シ
チ
ュ
ー
や
肉
の
付
け
合
わ
せ
に
利
用
さ
れ

ま
す
。
土
寄
せ
し
た
太
く
白
い
部
分
（
軟
白
）
は
外
観
的

に
は
「
下
仁
田
ネ
ギ
」
に
似
て
い
ま
す
が
、
葉
は
は
か
ま

状
に
両
側
に
重
な
っ
て
付
き
ま
す
。
煮
込
ん
で
も
煮
崩
れ

せ
ず
、
歯
切
れ
が
良
く
甘
味
と
香
り
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
若
取
り
し
た
リ
ー
キ
は
ポ
ワ
ロ
ジ
ェ
ン
ヌ
と
い
い
、
柔

ら
か
で
生
食
も
で
き
ま
す
。

【
栽
培
時
期
】 

根
深
ネ
ギ
と
似
た
作
り
方
で
、
春
彼
岸
ご

ろ
に
種
を
ま
き
、
夏
に
苗
を
植
え
付
け
、
冬
に
収
穫
す
る

春
ま
き
栽
培
が一
般
的
で
す
。
根
深
ネ
ギ
よ
り
栽
培
期
間

が
長
く
か
か
り
ま
す
。

【
品
種
】「
ポ
ワ
ロ
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
ポ
ト
フ
・
ル
フ
レ
」

（
渡
辺
農
事
）
な
ど
が
、
茎
葉
が
太
く
寒
さ
に
強
い
品
種

で
す
。

【
苗
作
り
】 

地
床
で
は
、
１
平
方
ｍ
当
た
り
化
成
肥
料

（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）
を
１
０
０ｇ
、
苦
土
石
灰
１
０

０ｇ
く
ら
い
を
散
布
し
、
畝
幅
１
０
０㎝
程
度
の
栽
培
床

を
作
り
ま
す
。

　

畝
の
方
向
と
直
角
に
20
㎝
間
隔
に
、
厚
さ
１㎝
く
ら
い

の
板
で
深
さ
５
、
６㎜
の
溝
を
作
り
、
株
間
１㎝
間
隔
に
種

ま
き
し
ま
す
。
セ
ル
ト
レ
ー
で
は
育
苗
用
土
を
使
い
、
１
２

８
穴
ト
レ
ー
な
ど
に
１
セ
ル
当
た
り
２
、
３
粒
ま
き
ま
す

（
図
１
）。
そ
の
後
、
本
葉
３
、
４
枚
ま
で
に
株
間
２
、
３㎝

（
セ
ル
ト
レ
ー
で
は
１
本
立
ち
）
に
間
引
き
ま
す
。

【
畑
の
準
備
】 

元
肥
は
事
前
に
１
平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石

灰
２
０
０ｇ
程
度
を
散
布
し
、
そ
の
後
完
熟
堆
肥
１
㎏

と
化
成
肥
料
１
５
０ｇ
を
施
用
し
ま
す
。
畝
幅
は
90
㎝

程
度
、
植
え
付
け
溝
は
深
さ
20
㎝
、
幅
15
㎝
に
掘
り
下

げ
ま
す
。（
図
２
）。

【
植
え
付
け
】  

中
間
地
で
は
５
、
６
月
が
植
え
付
け
期
と

な
り
ま
す
。
草
丈
７
、
８㎝
、
鉛
筆
程
度
の
太
さ
の
苗
を
、

は
か
ま
状
に
開
く
葉
を
畝
の
直
角
方
向
に
し
、
お
よ
そ
10

㎝
間
隔
で
溝
に
立
て
ま
す
。
根
元
に
少
し
土
を
か
け
、
そ

の
上
に
わ
ら
や
腐
葉
土
を
５
〜
10
㎝
の
厚
さ
に
入
れ
ま
す

（
図
３
）。

【
追
肥
・
土
寄
せ
】  

秋
口
か
ら
３
、
４
回
、
１
ヵ
月
ご
と
に

株
元
に
畝
１ｍ
当
た
り
化
成
肥
料
50
ｇ
を
ま
い
て
長
ネ
ギ
の

よ
う
に
土
寄
せ
（
軟
白
）
を
し
ま
す
。
こ
の
と
き
、
葉
と
葉

の
間
に
土
が
入
ら
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
行
い
ま
す
（
図
４
）。

【
病
害
虫
の
防
除
】  

リ
ー
キ
は
農
薬
取
締
法
で
は
「
ね

ぎ
」
に
含
ま
れ
、
ネ
ギ
に
使
え
る
農
薬
を
利
用
で
き
ま

す
。
特
に
、
軟
腐
病
や
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
に

注
意
し
ま
す
。
軟
腐
病
に
は
Z
ボ
ル
ド
ー
な
ど
、
ハ
モ
グ

リ
バ
エ
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
に
は
ベ
ニ
カ
水
溶
剤
な
ど
の
登
録

農
薬
を
使
用
基
準
に
従
っ
て
散
布
し
ま
す
。

【
収
穫
】  

茎
の
太
さ
が
３
〜
５㎝
、
軟
白
長
が
20
㎝
以
上
に

な
れ
ば
収
穫
が
で
き
ま
す
（
図
５
）。

香美地区版

〈
発
生
と
そ
の
被
害
〉

　

雌
成
虫
の
寿
命
は
非
常
に
長
く
、
夏
季
で
二
か
月
あ

ま
り
生
き
て
い
ま
す
。
直
径
２
ミ
リ
く
ら
い
の
円
形
、

半
透
明
で
淡
赤
褐
色
の
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
で
す
。

　

卵
は
、
た
だ
ち
に
孵
化
し
て
体
長
0.2
ミ
リ
く
ら
い
の
黄

色
小
判
形
の
歩
行
期
幼
虫
と
な
っ
て
、
雌
成
虫
体
下
か

ら
這
い
出
し
、
寄
主
植
物
上
に
定
着
し
ま
す
。

　

定
着
後
、
は
じ
め
は
白
い
ロ
ウ
物
質
を
、
つ
い
で

赤
褐
色
の
殻
を
分
泌
し
て
体
を
つ
つ
み
、
成
長
し
て

い
き
ま
す
。

　

３
回
の
脱
皮
を
へ
て
成
虫
と
な
り
ま
す
。
繁
殖
力
が

強
く
、
夏
季
に
急
速
に
増
え
て
、
枝
の
表
面
に
一
面
に

寄
生
し
、
時
に
は
枝
枯
れ
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

果
実
に
多
数
寄
生
が
見
ら
れ
る
場
合
、
樹
冠
内
部
に

は
相
当
寄
生
し
て
い
る
と
考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
。
こ

の
虫
が
多
数
寄
生
し
た
カ
ン
キ
ツ
樹
は
、
著
し
く
生
育

を
妨
げ
ら
れ
ま
す
。

　

温
室
み
か
ん
で
は
薬
剤
効
果
が
落
ち
て
く
る
生
理
落

果
終
了
時
期
か
ら
発
生
が
見
ら
れ
、
防
除
を
怠
る
と
７

〜
８
月
に
は
急
激
に
増
加
し
寄
生
が
目
立
っ
て
く
る
の

温
室
み
か
んで

、
一
度
発
生
を
確
認
し
た
ら
、
そ
の
後
数
年
間
は
丁

寧
に
観
察
し
防
除
を
行
な
い
ま
す
。

〈
防
除
方
法
と
ポ
イ
ン
ト
〉 

　

こ
の
虫
は
、
越
冬
形
態
や
孵
化
時
期
が
不
揃
い
な
の
で
、

第
１
・
第
２
世
代
の
防
除
適
期
が
判
断
し
に
く
い
で
す
。

　

１
、
２
齢
幼
虫
の
数
が
か
な
り
多
く
な
り
、
一
部
成

虫
に
な
り
始
め
た
時
期
を
と
ら
え
て
防
除
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
発
生
の
多
い
園
地
で
は
、
１
回

の
防
除
で
全
滅
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

多
発
園
地
で
は
、
効
果
の
あ
る
薬
剤
を
約
14
日
間

隔
で
連
続
し
て
散
布
す
る
と
、
果
実
に
対
す
る
寄
生

を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

葉
・
枝
・
果
実
な
ど
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
寄
生
す
る
の

で
、
薬
剤
は
樹
冠
内
部
に
も
よ
く
か
か
る
よ
う
に
、
丁

寧
に
散
布
し
ま
す
。

　

天
敵
が
多
く
発
生
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
園
地
で

は
、
発
生
に
影
響
の
大
き
い
薬
剤
は
避
け
、
脱
皮
阻
害
剤

や
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
２
〇
〇
〇
倍
・
収

穫
前
日
・
３
回
ま
で
）
な
ど
を
用
い
ま
す
。

　

か
ん
水
・
温
度
管
理
、
病
害
虫
防
除
の
徹

底
に
よ
り
、
樹
勢
維
持
に
努
め
ま
す
。

整
枝
・
摘
葉
・
光
環
境

　

下
部
の
ふ
と
こ
ろ
に
あ
る
側
枝
や
芽
の
影

に
な
る
部
分
は
重
点
的
に
摘
葉
し
、
光
が
届

く
よ
う
に
し
ま
す
。

　

赤
果
・
青
べ
た
果
を
発
生
さ
せ
な
い
よ

う
、
二
重
内
張
り
は
な
る
だ
け
開
け
ま
す
。

か
ん
水
・
追
肥

　

地
温
の
低
下
や
夜
間
の
多
湿
を
防
ぐ
た
め
、

か
ん
水
は
晴
天
の
午
前
中
を
基
本
と
し
ま
す
。

冬
場
は
換
気
量
・
蒸
散
量
も
少
な
い
の
で
、

土
壌
が
過
湿
と
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
す
。

　

追
肥
は
１
ヶ
月
当
た
り
チ
ッ
ソ
成
分
で
３

〜
５
㎏
/
10
ａ
を
目
安
に
施
用
し
ま
す
。

温
度
管
理

　

最
低
実
温
12
℃
以
上
に
保
ち
、
入
口
天
窓

等
の
気
密
性
を
高
め
保
温
に
努
め
ま
す
。
午

前
中
の
換
気
は
、
最
低
３
回
位
に
分
け
て

徐
々
に
行
い
ま
す
。

苦
土
欠
乏
症

　

乾
燥
・
過
湿
に
よ
る
根
傷
み
、
カ
リ
過
剰
、

低
温
等
の
要
因
に
よ
り
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

苦
土
欠
乏
症
が
心
配
さ
れ
る
場
合
は
、
葉
面

マ
グ
１
０
０
〜
２
０
０
倍
な
ど
を
月
３
〜
４
回

を
目
安
に
葉
面
散
布
を
し
ま
す
。

病
害
虫
防
除

　

す
す
か
び
病
・
黒
枯
病
を
重
点
的
に
防
除
し
、

樹
勢
低
下
を
防
ぎ
ま
す
。

ナ 

ス
１
月
の
管
理

　

ど
ち
ら
も
、
発
生
適
温
は
25
℃
前
後
で
、

多
湿
条
件
で
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

夜
間
の
加
温
、
日
中
の
換
気
、
か
ん
水
は
早

い
時
間
に
終
わ
ら
せ
る
な
ど
し
て
、
ハ
ウ
ス
内

湿
度
が
高
く
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

　

被
害
葉
は
早
め
に
摘
葉
し
、
ハ
ウ
ス
外
へ

出
し
て
２
次
感
染
を
防
ぎ
ま
す
。
黒
枯
病
で

は
、
果
実
・
枝
に
も
病
斑
が
で
ま
す
。

　

多
発
し
て
か
ら
で
は
防
除
が
困
難
と
な
る

た
め
、
定
期
的
な
薬
剤
散
布
で
予
防
に
努
め

ま
す
。

（
登
録
薬
剤
）

　

ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０
、
ロ
ブ
ラ
ー
ル
水

和
剤
、
ベ
ル
ク
ー
ト
水
和
剤
、
フ
ァ
ン
タ
ジ

ス
タ
顆
粒
水
和
剤 

な
ど

ア
カ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

枝への寄生：キマルカイガラムシと異なり、
枝にもつくことが多い

すすかび病 黒枯病

雄成虫と雌成虫






